
 

 

 

 

 

 

 

 マリンガ市には、４７の初等学校があり、そのうち１日制の学校は

２校しかありません。しかし、ゆくゆくは市内全部の学校を１日制へ

移行していこうと、現在１０年計画でマイスエデュカッソンというプ

ロジェクトを進めています。これは、２部制の学校の中に、一部の児

童が１日制をとっているもので、半日教科学習を行い、残りの半日は 

活動中心の学習を行っています。現在マイスエデュカッソンをしている学校は１６校ありますが、学

校によって取り組みに違いがあります。そこで、来年度から１日制になることが決まっている Nadyr 

Maria Alegretti 初等学校を例にあげて紹介したいと思います。 
 

Nadyr Maria Alegretti 初等学校 

 ２ 部 制 マイスエデュカッソン（１日制） 

職員数 

校長、教務担当、生徒指導担当、マイスエデュカッソンコヸディネヸタヸ、図書担当、事務職員、お手伝い各１人 

正規教員４２人、外部講師６人、大学生１１人、清掃員＆給食を作る人３人など 

ヷマリンガ市では他都市と異なり、校長先生の選挙はありません。親や教師によるアンケヸト調査

（評価）や面接、履歴書（実績）等をもとに、市長が校長先生を選びます。また、教務担当や生

徒指導担当など、学校の中心となる人材も市長が選任します。 

ヷ教員採用試験は、人材が必要なときにだけ行われるため、３～４年に１度しか試験が行われませ

ん。また、大学を卒業しないと受けることができず、合格しても成績順に採用されるため、２年

ほど待たなければならない人もいます。 

ヷパラナヴァイ市と同様、授業研究や教材準備の時間が、勤務時間内に週４時間保障されています。 

児童数 ３００人 ３５０人 

１クラス

の児童数 

１年→→→→→２５人 

２年→→→→→３０人 

３年以上→→→３５人 

教 科 

ポルトガル語、算数、歴史、地理、理科、美術、体育 

上記の科目を学習。 上記の科目を半日行い、残りの半日は活動中心

の学習（コヸラス、文学、ダンス、コンピュヸ

タ、スポヸツ、工作、手芸、調理、レク、理科

の実験、補習（宿題）、ＡＰＯＩＯなど）。 

※ＳＥＳＣやＳＥＳＩという団体から指導者が来

て、教えていました。折り紙の授業も行われてい

ました。 

時 間 

午前の部： ７：３０～１１：３０ 

午後の部：１３：００～１７：００ 

７：３０～１７：００ 

①午前教科学習、午後活動 

②午前活動、午後教科学習 

ヷ授業以外の半日は、遅進児指導をするクラス

（ＡＰＯＩＯ）が設定されています。 

ヷ①と②のように、２コヸスに分けています。 

ヷ授業は、教科学習５時間と活動４時間です。 
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食 事 
食事は２回ずつ 

（午前：朝食＆軽食、午後：軽食＆夕食） 

食事は５回 

（朝食、軽食、昼食、軽食、夕食） 

特 徴 

ヷ特別支援学級が週２～３日、２時間ずつ開かれています。（障がいのレベルによって日数が異な

ります。）この学級には、知的障がい者１５人、身体障がい者２人、全盲１人、弱視児６人がい

ます。そのため、市から点字の先生が派遣されています。 

ヷ夜（１８：３０～２２：３０）には、大人を対象とした学校（CEEBJA）が開かれており、２０

歳～８０歳までの１８人の生徒が勉強しています。全て無料で、早い人は２年で修了します。 

支給され

るもの 

ヷパラナヴァイ市と同様に、教科書、ノート、学習用具（鉛筆や消しゴム、ふでばこなど）、体操

服、リュック、連絡帳など、全て市が支給してくれます。食事代も無料。学習用具は、家に持ち

帰ると、なくしたり親が勝手に使ってしまったりするため、学校で保管しています。 
 

 この学校を訪問したとき、ここは日本の学校？と思うことがありました。

それは歌声です。今までも児童の歌を聞くことはありましたが、合唱は初

めてでしたので、驚いたのと同時にうれしくも思いました。また、マリン

ガの初等学校では、美術の学習を大切にしており、どこの学校を訪問して

も、校内が児童の作品であふれていました。しかも、身の回りにある資源

（材料）を工夫して使った作品が多く、子どもたちの豊かな想像力を生か 

す指導がされていました。このような教育ができるのは、マイスエデュカッソンを取り入れているた

めですが、空き教室がないため、全児童を対象にすることができないのが現状です。希望者はとても

多く、親が仕事をしている児童などを対象に選定しているそうですが、１日制への移行を考えると、

施設の改善を早急に進めていく必要があると思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                LBV：Legião da Boa Vontade 
 

 ６１年の歴史をもつＬＢＶという施設を訪問しました。ＬＢＶとは、貧しい地域の子や親が働いて

いる子のお世話をする児童クラブのようなところで、６歳～１２歳までの約１００人の児童が学校の

ない半日をここで過ごしています。この施設は、ブラジルに７０ほどあり、南米を中心にボリビア、

アルゼンチン、パラグアイ、アメリカ、ポルトガルなどにもあります。中には、学校として成り立っ

ているところもあり、サンパウロのＬＢＶは、３ヶ月～１７歳までの約２０００人の子どもたちが通

う１日制の学校となっています。世界中からの寄付金で運営されているため、制服やかばん、教材、 

食事など、全て無料です。子どもたちはここで、宿題などの勉

強をしたり、スポヸツをしたり、遊んだりして、集団生活にお

ける規律を学んでいます。 

また、６０歳以上の高齢者を対象とした体操教室やスポヸツ

広場の貸し出し等も行っています。もちろんこれも全て無料。

今後は、他地域の児童も通えるよう、バスの運行を計画してい

きたいそうです。 

 

 

 

 

 

 



 
 

 ブラジルに来て２ヵ月半。様々な顔をもつブラジルをもっと知りたい

と思い、マットグロッソヷドヷスウ州にあるボニヸトというところに行

ってきました。ボニヸトとは、ポルトガル語で「美しい」「かわいい」「き

れい」という意味をもつように、天然の水族館のように美しく澄んだ川

や自然を満喫できる魅力的な町です。現地のバス旅行に参加したので、

私とパラナヴァイ日本語学校の先生以外は、みんなブラジル人で、ガイ

ドさんの説明も全てポルトガル語でした。最初はとても不安でしたが、

バスの中での自己紹介タイムでは、私のつたないポルトガル語にも温か

い拍手で応えてくれ、みんなと仲良くなることができました。 

 ボニヸトでは、６つの滝のある滝公園で泳いだり、ボヸトでラフティングをしたり、洞窟探検に行っ

たりしました。特に心に残ったのは、シュノヸケリングです。透明度の高い川で魚と一緒に泳いだとき

は、魚になったような気分を味わうことができました。また、夕食には、ワニの肉にも挑戦しました。

ブラジルの自然の美しさを体験でき、とても充実した旅行でした。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ボニヸトの町を歩いていると、巨大な生き物が町の

至るところにいました。 

これは一体何でしょう？ 
 

①公衆電話 
 

②記念撮影用の 

顔出し看板 
 

③募金箱 

 

 

  

 

 

答え：① 
 
（ブラジルでは、町の至るところ

に公衆電話があります。そのほ

とんどが右の写真のようなもの

で、見た目から Orelhão（大き

な耳）という愛称で親しまれて

います。また、観光地に行くと、

動物型のユニヸクな公衆電話を

みつけることができますよ。） 

     

 
  


